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広報かさい　2014.6 月号

加西ふるさと夏ミーティング 2014「見直される地域の魅力」

【問合先】　ふるさと創造課（ふるさと創造係）☎㊷8706　℻㊸1800　furuso@city.kasai.lg.jp

■開催日程（時間は 19:30 ～ 21:00）
参加対象

（小学校区） 開催日 会　場

西在田 6 月 26 日（木） 下若井町公民館

宇　仁 7 月 1 日（火） 八王子会館

下　里 4 日（金） 善防公民館

富　合 7 日（月） 別府西町公民館

九　会 8 日（火） 農村環境改善センター

日　吉 11 日（金） 北部公民館

賀　茂 18 日（金） 賀茂会館

富　田 22 日（火） 富田会館

泉 23 日（水） 殿原町公民館

北　条
25 日（金） アスティアかさい

3 階多目的ホール北条東

■テーマ「見直される地域の魅力」
　～各地域のふるさと創造会議の動きから～
　かつては都市化することが地域の一般的な発展と考えら
れていましたが、近年、田舎での暮らし、古民家の再生、
伝統文化・歴史の再評価、環境保護を通じた自然との共生、
地縁者以外の地域コミュニティへの参加、若者の新規就農、
定年後の地域社会参加など、これまで見過ごされがちであ
ったものに脚光が集まっています。
　加西市には、地域資源が数多く埋蔵されています。身近
なものに対する価
値は過小評価しが
ちであり、自分た
ちの地域を見つめ
直し、新たな発見
や気付きを発見す
る場にしたいと考
えています。

　障がい者や高齢者の介護・養護が長くなるほど、支
える人の心身には大きな負担がかかります。知らず知
らずのうちに虐待になってしまうこともあります。介
護をする家族は悩みを抱え込まず、相談するようにし
ましょう。

　また、地域で見守り、支え合うことで虐待の芽を摘
むことができます。家族や施設などで虐待に気づいた
場合は、通報してください（虐待を受けたと思われる
障がい者や高齢者を発見した場合、速やかに通報する
ことが法律によって義務付けられ
ています。連絡された方や対象者
の秘密は厳守します）。

■虐待には 5 つの種類があります

【問合先】　障がい者に関すること／地域福祉課☎㊷8725
　　　　　高齢者に関すること／長寿介護課☎㊷8728　地域包括支援センター☎㊷7522

障がい者や高齢者の虐待を防ぎましょう

■相談窓口（通報）
障がい者／地域福祉課☎㊷ 8725
高齢者／長寿介護課☎㊷ 8728
　　　　地域包括支援センター☎㊷ 7522
※休日や夜間の場合は、市役所☎㊷ 1110 へ連絡して
ください。

身体的虐待

身体に傷・痛みを与える行為や外部との接
触を意図的に遮断する。

（例）つねる、叩く、蹴る、無理やり食事
を口に入れる、ベッドに縛りつける

心理的虐待

威圧的な言動や態度で脅しや侮辱を与え
る、無視する、嫌がらせをする。

（例）怒鳴る、ののしる、排泄の失敗をあ
ざ笑う、人前で恥をかかせる

経済的虐待
預貯金や年金等を本人の合意なしに使用し
たり、必要な金銭を渡さない。

性的虐待

本人を辱めたり、性的行為やわいせつな行
為を強要する。

（例）排泄を失敗した罰として下半身を裸
にして放置する、キスをする、性器を触る

介 護 や 世 話
の放棄・放任

食事や水分を与えない、入浴させないなど、
生活環境や身体的・精神的状態を悪化させ
る。

（例）受診や治療、介護サービスを受けさ
せない、着替えやおむつ交換の世話をしな
い、ごみや汚物処理を後回しにする

泉小学校区の加西ふるさと秋ミーティング
（平成 25 年 11 月 10 日、殿原町公民館）

■対象／対象の小学校区にお住まいの方
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　加西市農業委員会が 4 月 25 日、地域農業の将来像を描く「人・農地プラン」の作成に貢献したことにより、農林水
産大臣賞を受賞しました。県内で受賞したのは加西市のみです。
　人・農地プランとは、担い手不足などで農業が厳しい状況に直面している中で、持続可能な農業を実現するために、
地域で話し合い、人と農地の問題を解決するための「未来の設計図」です。

　平成 24 年 4 月に近畿での第 1 号プラン「新規就農者や集落営農などが連携し、地
域で農業発展を目指す」として、網引町が策定しました。平成 26 年 3 月末時点のプ
ラン策定数は、31 プランです。
　また、同委員会の取り組みとして、農業委員への女性登用や農地パトロールによる
遊休農地防止活動なども評価されました。

　同委員会の東郷正春会長は「加西農業改良普及センターや兵庫みらい農協など、各
関係機関の協力により、多くの『人・農地プラン』を作成することができました。今
後も農業の発展のために、皆さまとともに貢献していきたい」と、さらなる発展を誓
いました。

春の褒章、春の叙勲

■緑綬褒章（社会奉仕活動功績）
　深田哲男さん（70）下宮木町　社会福祉施設等奉仕者
　昭和 43 年に腹話術師として寄席で活躍する春風イチロー氏に入門。昭和 48
年に「小イチロー」の芸名をもらい、人形「シンちゃん」を相棒に社会福祉施設
や学校園などで、年間約 60 回腹話術を披露しています。

　「子どもからお年寄りまで、どこで披露するかによって台本を考えるのに苦労し
ました。腹話術を通じて、いろんな方との出会いが私の財産です。地道な活動が
認められたことがうれしい。現在ボランティアをしている方の励みになれば」と
語られました。

■瑞宝単光章（防衛業務功労）
　柴田克己さん（62）常吉町　元防衛技官
　昭和 51 年に防衛技官として陸上自衛隊に入隊。青野原駐屯地新設時から業務隊管理科の
一員として約 38 年間、施設維持管理業務に従事されました。
　「先輩や上司の指導、同僚の支援があり、仕事をまっとうできたことがうれしい。夜間に
呼び出しがあり、駆け付けたこともあります。妻にも感謝しています」と語られました。

　平成 26 年春の褒章、春の叙勲が 4 月 29 日付けで発令され、加西市では次の皆さんが受章されました。

春の褒章

平成 26 年兵庫県功労者表彰（表彰期日：5 月 3 日）

■産業振興功労　是常克博さん（66）西横田町　　加西商工会議所副会頭

　県政の伸展､ 公共の福祉増進に功労のあった方､ その他広く県民の模範となった方を､ 知事が表彰するものです。

春の叙勲

民生委員を中心に情報交換をする「チ
アフル九会」の場で腹話術を披露（5
月 8 日、繁昌町公民館）。

農林水産大臣表彰

東郷正春会長

【問合先】　農業委員会事務局☎㊷8782　℻㊷8732　nogyo@city.kasai.lg.jp
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